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基本理念 希望のある医療

高砂市民病院ニュース

平成30年12月
第29号第29号きぼうきぼう満足度調査結果のご報告満足度調査結果のご報告

　平成 30年６月に患者さま満足度調査を実施しました。ご協力いただきましてありがとうございました。
結果を真摯に受け止め、よりよい病院運営のために、より一層努力してまいります。

 

 
職員からの説明は？ 職員の態度は？ 職員のあいさつは？ 
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職員のあいさつは？ 職員からの説明は？ 職員の態度は？

＜多目的トイレの様子＞ ＜みなさんとハイポーズ＞

　今年も 10月 20 日（土）に「第 11回高砂市民病院健康まつり」を開催しました。440 名の方の参加
をいただきました。
　毎年各セクションが工夫を凝らし、出し物を考えています。今年は、キッズコーナーでの「ストラック
アウト」、測定コーナーでの「尿測定」、「緩和ケア病棟の見学」が新しく加わりました。
　また、公開講座として、医師や専門職による「ピロリ菌について」、「認知症について～運転から予防ま
で～」、「眼瞼の機能再建」をテーマに講義を行いました。参加者からたくさんの質問があり、関心の高さ
を伺うことができました。
　まだ、一度も参加されていない方は、ぜひ来年はご参加ください。相談コーナーもありますのでお気軽
にご相談ください。お待ちしております。

第１１回高砂市民病院健康まつりを開催しました

　今年の６月よりご迷惑をおかけしておりまし
た、玄関ホールのトイレの改修が 10 月に無事
終了しました。環境や設備、広さなどご利用し
やすくなっています
　いつまでも清潔に保っていけるように頑張っ
てまいります。
　また、１階検査室横のトイレも来年１月に改
修が終わります。

玄関ホールのトイレを
リニューアルしました

　いつもお世話になってるボランティアの方々
に感謝の気持ちを伝える会を開催しました。今
年で 24回目を迎えることができました。
　毎年たくさんの方から登録をいただき、活躍
していただいています。細やかなことにも気づ
いていただき本当に感謝しております。今後と
もよろしくお願いします。
　ご興味がある方がいらっしゃいましたら、一
度見学にお越しください。お待ちしています。

ボランティア感謝の会



多田　智史（作業療法士）

マイブーム /ガンプラ
好きな芸能人 /吉岡　里帆

　以前は大阪で働いていました。
９月より縁があり当院に入職と
なりました。
　患者さまと共に生活を考える
ことを大切にしながら、高砂地
域に貢献していきます。
　よろしくお願いします。

上田　恵理子（理学療法士）

マイブーム /ランニング
好きな芸能人 /小泉進次郎

　９月より当院に入職になりま
した。生まれ育った高砂市で、
地域の皆様に貢献できるよう頑
張ります。
　よろしくお願いします。

井奥　大介（理学療法士）

マイブーム /赤ちゃんの笑顔
好きな芸能人 /土屋　太鳳

　９月からお世話になっていま
す。笑顔をモットーに日々励ん
でいます。地域に根ざした理学
療法を提供できるよう、がんばっ
ていきます。
　よろしくお願いします。

８月より地域包括ケア病棟が２病棟体制になりました。更なるリハビリテーションの充実を図るため、９月
に新しく３名の職員が加わりました。新人の紹介を含めリハビリテーション室の紹介を致します。

～地域包括ケア病棟の理学療法士のお仕事～
　この病棟では、急性期治療を終了し病状が安定した患者さまが安心して退院していただけるように、在宅

復帰支援を行います。各病棟には専従理学療法士を配置し、入院生活や退院準備で困ったことがあればスムー

ズに対応できる体制を整えています。退院前訪問を実施するなど、在宅生活に向けた取り組みにも力を入れ

ています。

～外来診療について～
　約７割を小児科の言語や運動の発達障害治療が占めま
す。整形外科では入院治療からの継続が大半ですが、膝が
曲がらない、肩が挙がらないといった手術や薬が適応でな
い症状に対して、外来での治療を行っています。ご希望の
方は整形外科受診時に医師とご相談下さい。
　専門外来として、乳児運動発達外来、言語発達外来、読
み書き専門外来、協調運動発達外来、嚥下外来を行ってい
ます。

私たちは、リハビリテーション医療の技術を通じ、地域の皆様が、希望のある
生活を送れるように努めてまいります。

小児運動発達障害
29％

成人嚥下障害
２％

整形外科疾患
24％

外来患者割合

小児言語
発達障害
37％

脳血管疾患
１％

小児協調運動
発達障害
７％

　10月より当院に赴任しました内科専攻医の岡本と申します。

　内科疾患全般を担当致します。地域に根差した医療を心がけ、患

者さまにとって少しでもお役に立てますよう、また話しやすく丁寧

な診療を心がけていくよう努力いたしますのでよろしくお願い致し

ます。

　気軽に声をかけてくだされば幸いです。

岡
おかもと

本　英
ひで

久
ひさ

（内科）

リハビリテーション室を紹介します

新任医師を紹介します
いつでも声をかけてください

（新人紹介）

９月からの仲間を紹介します


